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新型コロナ感染症の校内感染予防について 

足柄高等学校長 

本校では、校内感染予防のために次のようにします。ご理解のうえ、お子様と確認しておいて

くださいますようお願いします。 

１ 健康観察について（保護者様へ お願い） 

① 毎朝、自宅で検温と健康観察をおこない、健康観察票に記入のうえ担任に提出していただきます。 

5 月 27 日以降の健康観察（体温と症状）は、足高手帳に記録し、登校日に持参してください。

『これまで記入した健康観察票』は、健康状況によって医療機関等で情報提供を求められること  

がありますので、ご家庭で大切に保管してください。 

 

② 昇降口で必要な生徒（健康観察を忘れた生徒、検温忘れの生徒）の検温をおこない、発熱や風邪

症状がある場合は別室で早退の対応（お迎えを依頼）をします。 

 

③ 内科的な不調がある場合は早退の判断をし、お迎えを要請しますので、保護者様にご負担をおか

けすることになります。朝から 37 度以上の発熱や体調に不安がある場合、ご家族に体調不良の

方がいらっしゃる場合は、登校を控えてください。この期間は、保健室での休養はできません。

受診したら、結果を担任にお知らせください。早退の場合、個室対応が難しく、お迎えまでの間、

体調不良がある複数の生徒と同室での待機になります。登校している時間は、お子様と連絡がつ

くようにしておいてください。 

 

④ 感染予防対策の都合で、指定された時刻に登校するようご協力ください。 

 

⑤ 遅刻した場合、最初に保健室に行ってください。検温を忘れた生徒は、教室に行く前に保健室で

検温をしますので、直接教室に行かないよう注意してください。(通常は昇降口で検温をします) 

 

⑥ コロナ感染症の疑いまたはコロナ感染症と診断された場合は、学校に連絡してください。 

  この場合、欠席扱いにはなりませんのでご相談ください。 

 

２ 接触
せっしょく

感染
かんせん

を予防するために 

手洗いと消毒の基本 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学校の感染予防の方法は、石けんと流水によるていねいな手洗いを基本としますが、登校し

たら昇降口に設置してあるアルコールで消毒をしてください。消毒で赤く反応する生徒は、

『次の行動に移る際および終了後に手を洗う。もしくは消毒する。』 

『基本は石けんと流水で 20 秒以上のていねいな手洗いをする。』 

『手洗いとアルコール消毒を重ねて行はなくてもよい。（濡れた手の消毒効果は低い）』 

『赤く反応する生徒は、アルコールを使わず、石けんと流水でていねいに手洗いする。』 

『手洗いの後、清潔なハンカチで拭くか自然乾燥。ハンカチの貸し借りはしない。』 

 

『手洗いの後、水栓の蛇口やレバーはできるだけペーパーや肘を使って閉める。』 

 



昇降口前の水道で手洗いをしてから玄関に入ってください。 

アルコール消毒薬は昇降口、体育館、情報教室の出入り口の 3 か所には設置します。 

 

・ 移動教室前後、体育前後、トイレ後、食事前、部活前後などの活動場面では、こまめに手洗

いをしてください。（ウイルスを持ち込まない＆次の場面に持っていかないために） 

『手洗いによる密』を避けるために、手洗い場所を分散、距離をとって並びましょう。 

 

・ 情報の授業でキーボードを共有します。定期的に担当者がキーボードの消毒をしますが、生

徒は授業の前後に手洗い（消毒）を徹底してください。 

 

・ 両手を広げた動作を基本として、人との距離をとってください。 

 

・ 基本的には、ゴミは各自で持ち帰ってください。ただし、使用後のマスク・鼻水・唾液が付

着したごみは、廊下（各学年 2 か所）に設置してあるふた付きのゴミ箱に廃棄できます。鼻

をかんだり、痰を出したりした後は手洗いをしてください。 

 

・ ハンカチ、筆記用具など、物品の貸し借りはしないでください。ハンカチを忘れた場合は自

然乾燥してください。ハンカチは咳エチケットにも使用します。複数枚のハンカチを準備し

てください。 

 

・ 生徒が使用した教室やトイレは、教員が消毒します。 

 

３ 飛沫
ひ ま つ

感染
かんせん

を予防するために 

・ マスクを着用してください。布製マスクでもいいので飛沫を飛ばさない（うつさない）こと

が重要です。手作りマスクの作成方法は、文部科学省 子どもの学び応援サイト等に掲載さ

れていますのでご参照いただき、ぜひご準備ください。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/mext_00460.html 

・ 教員も生徒に感染させないために、対応にあたって必ずマスクを着用します。また、授業中

や感染症の疑いがあるお子様に対応する際、必要に応じて、フェイスシールドを着用します。 

 

・ 咳エチケットを徹底してください。複数枚のきれいなハンカチを準備してください。 

 

・ 使用教室では常時、窓やドアを開けておく場所をつくり、1 時間に 2 回程度の換気をおこな

います。教員も促しますが、生徒の皆さんも積極的に換気に関わってください。 

 

・ 校内で飲食する場合は対面を避け、グループでとらず、可能な限り（理想は 2ｍ）間隔を 

  空けるようにします。食事中は、会話も避けてください。 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/mext_00460.html


４ その他 

・ 心のケアについて 

お子さんのこころの状況に気になることがある場合は、学校として学級担任を中心に支援をおこ

ないます。必要に応じてスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等につなげることも

できますので、気になることがありましたら、担任にご相談ください。 

 

・ 感染者，濃厚接触者等に対する偏見や差別について 

新型コロナウイルスの感染者，濃厚接触者とその家族，医療従事者とその家族に対する，偏見や差

別が生じないよう、指導と配慮をおこないます。 

 

・ 健康診断について 

６月に予定されている内科検診、歯科検診、尿検査の実施時期については延期します。 

今後の実施については、登校方法や感染の推移（県からの指示）などをもとに校医と相談のうえ判

断します。身体計測、視力、聴力検査については３年就職希望の生徒を優先に少人数で順次計測を

進める予定です。 


